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プラネタリウム社会学の問題意識

• 資源が枯渇すれば中世の生活に
逆戻りしなければならず、地球温
暖化問題どころの比ではないし、
資源がなくなれば地球温暖化問
題も解消する

• 現代は石油依存の社会であり、
文明の問題に直結

（あまりに豊富な石油製品、

自在に姿・形を変える石油）

• そこまでいかなくても・・・

Ex:日本の南進、デビ夫人

Ex:アメリカのイラク侵略

Ex:オイルショック

「プラネタリウム社会学」の問題



§１．ワシントン筋

2001.2.3.付け、チェイニー副大統領・エネルギー特別委メモ

「アメリカの現在の生産量は、70年前にくらべて39％減っており、
諸外国の・・・」

・イラクと関係した石油企業

USA ゼロ

英国 ２社（話し合いのみ）

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/0/07/Iraq_header_2.jpg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/0/07/Iraq_header_2.jpg


§２．危険な曲線

• マリオン・キング・ハ
バートの発見①1956

（ヒューストン、シェル研究所）

USA 1880-1930 8%/年アップ（9年
で2倍）

伸び率は低下



ハバート曲線

究極埋蔵量を推定値から1.5×1011～2.0×1011億バレルと。

1970年前後にピークを予想



原油の採掘法と生産量

・基本は地圧による自噴

p1: 地下3000m、

p1 = 4500pound/inch2 = 316kg/cm2

p0：地上、

p0 = 15pound/inch2 = 1kg/cm2

・自噴限界

p3 = 2500pound/inch2 = 175kg/cm2

・よって、生産量は当初が最大で、単調減
少

これが、累積生産量が半ばでピークになる
要因

加藤コメント
3000m 水なら300気圧、花崗岩は比重2.5位だそうで、すると750気圧。この圧力差で自噴ではないか。
上の値はこれより小さいなあ・・・



Kato簡単なシミュレーション

生産量変化
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100が1年毎に１ずつ減る

16系列を組み合わせ（最後は124
年開始）

ほぼ中央でピーク



マリオン・キング・ハバートの発見②1962
• 米の累積生産量は10年の時間差で累積発見数と類似

• つまり、発見から採掘までほぼ一定期間

• 生産量ピークは1966年頃と予想

ロジスティック曲線と気づく

・極大が来ることが予想できた

・究極埋蔵量が推定できた：

1700億バレル

埋蔵量推定法 ザップの仮設

石油を含む岩石量から推定

5900億バレル



ロジスティック曲線

• 生物の個体数、新製品の販売数、プログラ
ムのバグ発見数など、当初は少なく、中途
で大きくなり、その後また少なくなるような
現象は多くあります。それを時間の推移と
累積量をグラフにすると、下図のようになり
ます。これを成長曲線といいます。

• その一つがロジスティック曲線

• 個体群生態学において、個体群成長のモ
デルとして考案された微分方程式

• 個体数が増加するにつれ、増加率は減少
する。

• 環境の収容可能個体数に限度があるから、
その数を「 K 」とすれば、「 N = K 」のとき、
増加率は「 0 」になる。



マリオン・キング・ハバートの発見③1967

• 油田発見率が指数関数的に減少

• ロジスティックス曲線として究極埋蔵量を導く：

1680億バレル



生産の減少が起った！

• 米：1971年春

• そこで、米は海外依存を深める（需要は増大だった）

• 1973年、OPECは価格を４倍に！ 第一次OS
• 石油の主導権が米からOPECへ



OS：オイルショック（１）

大阪の某新聞のあおりから始まった



OS：オイルショック(2)
－オイル界のちょっとした出来事が世界を震撼とさせた－

供給減は9%、

数ヶ月だけ



§３．最悪な不足

• 発見動向 1965年に
ピーク

地質はほぼ調査済み
（太古の昔に海や湖
だった堆積盆地）



世界的な生産量の減少

増える需要。1980年代半ばに発見量を上回る採掘に。現在、発
見量の３倍



受給バランス



確認埋蔵量、推定確認埋蔵量

• 確認埋蔵量 ： 確率90%

• 推定確認埋蔵量 ： 確率50%

確認が増えているのだから良いのでは、というのは短絡。推定されているうちのいくつかが格上げされ
ただけに過ぎない。推定が減っている方が問題！ 発見があれば推定量は増える。両者が接近してい
るということは、ほぼ全ての油田を発見しつくしたということで、不確かな新たな可能性が消えてしまっ
た！ 1980年代初め



価格と供給

• ＢＰピータ・デービス「原油
価格が上がれば、技術の
進歩により、採掘可能な量
はアップする」 正しいか？

• だめ！ 前例は逆。

発見量が減っているという
根本問題は変らないから
（採掘量が大きいのは若い
油田であることを想起せよ）

• つまり、減っているから価格
が上昇。

価格は結果



可採年数のうそ

・可採年数＝埋蔵量÷生産量

石油 40年 ガス 70年

・うそ － 生産量は一定ではない！ 徐々に減少

＜ピークの意義＞

ピークは生産の半ばの印

＜惑わされる人々＞
・毎年可採年数が延びている

・何時になっても可採年数が変わらない

・40年しかないから大変だ。早く別のエネルギーを！



世界のオイル・ピーク



強引な米エネルギー省



§４．気候変動よりも急を要する
• エネルギー効率が上がると消費はそれを上回るほどでアップする。電気屋の省エネは眉唾もの



Kato欲しい石油、追いつかない生産

ワシントン・ポスト紙：中国の石油戦略
--------------------------------------------------------------------------------
【大紀元日本7月16日】中国海洋石油(CNOOC)が米ユノカル社買収に

乗り出したことに関し、アメリカ政府内で熱い論議が交わされる中、世界中
で石油資源の確保に走り回る中国の動向が注目されている。

ワシントン・ポスト紙13日付け記事「中国の石油戦略の大転換」は、中国
が石油ルート確保を急ぐ原因として、次のように指摘している。

第一：イラク開発が、イラク戦争により実現困難に。ターゲットをシフト。
第二：エネルギー需要が急速に上昇。需要量は世界の生産量の三倍。
第三：台湾海峡で戦争。アメリカが海封鎖と予想。

2003年ごろから海外プラントを精力的に買収。ペルー、チュニジア、アゼ
ルバイジャン、モーリタニアなどを含む12カ国と、20件の契約。アルゼンチ
ンに5億ドルの投資。

中国が異色なのは、国際的に評判のよくない国（西洋の石油会社が接
触できない）にもアプローチしていること。例えば、首都ダフールで集団虐
殺があり強い非難を浴びているスーダンの石油会社の最大株主はCNPC。
また、中国はイランと700億ドル相当の石油・ガス購入契約を結び、同国

の核兵器製造を阻止しようとするアメリカやヨーロッパの試みを実現困難
に。

中国政府のエネルギー顧問を務めてある人物は「世界で除け者にされ
ている国の石油だろうが、友好国の石油だろうが、関係ない。人権だっ
て？ 私たちには、関係ない。私たちには石油が問題なだけだ。イランが
核兵器を持とうが持つまいが、私たちが口出しすることじゃない。アメリカ
は気にするかもしれないが、イランはわが国の近隣国ではない。誰であれ
中国にエネルギーを供給してくれる国は、わが国にとって友好国だ」と。

[中国語版又は英語版]：http://epochtimes.com/gb/5/7/13/n984912.htm  



ここに戻るー私の問題意識

• 資源が枯渇すれば中世の生活に逆戻
りしなければならず、地球温暖化問題
どころの比ではないし、資源がなくなれ
ば地球温暖化問題も解消する。

• それどころか、資源が枯渇すれば生き
るための争いが起る

Ex:日本の南進、デビ夫人

Ex:アメリカのイラク侵略

Ex:オイルショック

• 現代は石油依存の社会

（あまりに豊富な石油製品、

自在に姿・形を変える石油）

地球温暖化などさておき、上手に石油を枯渇させる手を考えるべし。

しかし、経済的に折り合うようにゆっくりやらないといけない。



終
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